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Ｇ ８ コ ミ ュ ニ ケ ・ 沖 縄 ２ ０ ０ ０

（ 骨 子 ）

平 成 １ ２ 年 ７ 月 ２ ３ 日

前 文

● サ ミ ッ ト が ２ ５ 年 間 取 り 組 ん で き た 世 界 の 平 和 と 繁 栄 に 関 す る 試

練 （ チ ャ レ ン ヂ ） と 進 展 を 振 り 返 り 、 ２ １ 世 紀 の Ｇ ８ の 役 割 を 議

論 。

● 民 主 主 義 、 市 場 経 済 、 社 会 的 発 展 、 持 続 可 能 な 開 発 及 び 人 権 は 明

る い ２ １ 世 紀 の 基 盤 。

● グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 深 化 す る 世 界 に あ っ て 、 開 発 途 上 国 、 国

際 機 関 、 市 民 社 会 と の 新 た な パ ー ト ナ ー シ ッ プ が 重 要 。

● 国 連 ミ レ ニ ア ム ・ サ ミ ッ ト の 議 論 に 貢 献 す る こ と を 期 待 。 安 保 理

を 含 む 国 連 改 革 へ の 努 力 を 継 続 。

● 新 し い 時 代 が 始 ま ろ う と し て い る 。 一 層 の 繁 栄 、 心 の 安 寧 、 そ し

て 世 界 の 安 定 を も た ら す ２ １ 世 紀 に 向 け て 、 希 望 を も っ て 共 に 前

進 し よ う 。

２ １ 世 紀 の 一 層 の 繁 栄 に 向 け て

世 界 経 済

● 世 界 経 済 は 、 今 年 、 力 強 く 成 長 す る 見 込 み 。

● ア ジ ア 経 済 も 回 復 基 調 。 引 き 続 き 改 革 努 力 が 必 要 。

● グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 進 展 、 Ｉ Ｔ の 普 及 に よ り 根 本 的 な 構 造 変

化 に 直 面 。 機 会 を 活 用 す る た め に 、 適 切 な マ ク ロ 経 済 政 策 に 裏 打

ち さ れ た 構 造 改 革 が 必 要 。

情 報 通 信 技 術 （ Ｉ Ｔ ）

● Ｉ Ｔ が 提 供 す る 機 会 は 万 人 に 開 か れ て い な け れ ば な ら な い 。

● 懸 念 に も 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る 。

● グ ロ ー バ ル な 情 報 社 会 に 関 す る 沖 縄 憲 章 の 目 的 を 追 求 す る こ と に

コ ミ ッ ト 。

開 発

● ２ １ 世 紀 を 万 人 に と っ て の 繁 栄 の 世 紀 に す る た め に 開 発 目 標 に コ

ミ ッ ト 。 今 な お １ ２ 億 人 は １ 日 １ ド ル 以 下 の 生 活 。

。 、● 貧 困 と 闘 う 上 で 力 強 い 民 間 主 導 型 経 済 成 長 が 不 可 欠 そ の た め に

中 小 企 業 や 市 民 社 会 と の 協 力 が 重 要 。

● 貿 易 と 投 資 は 、 持 続 可 能 な 経 済 成 長 を 促 進 し 貧 困 を 削 減 す る 上 で

非 常 に 重 要 。

● 政 府 開 発 援 助 （ Ｏ Ｄ Ａ ） は 貧 困 撲 滅 に 不 可 欠 。 各 国 の 貧 困 削 減 戦

略 等 の 自 助 努 力 支 援 の た め 援 助 の 効 率 を 高 め る 。
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（ 債 務 ）

● 昨 年 、 ケ ル ン で 合 意 し た 拡 大 重 債 務 貧 困 国 （ Ｈ Ｉ Ｐ Ｃ ） イ ニ シ ア

テ ィ ブ が 国 際 社 会 に よ っ て 支 持 さ れ た こ と を 歓 迎 。

● 現 時 点 で は ９ か 国 に 債 務 救 済 の 適 用 が 決 定 さ れ て お り 、 総 額 で 、

名 目 価 値 で １ ５ ０ 億 ド ル 以 上 の 債 務 が 救 済 さ れ る 。

● 市 民 社 会 の 参 加 を 得 な が ら 、 債 務 国 が 貧 困 削 減 戦 略 を 策 定 す る こ

と が 重 要 。 多 く の 重 債 務 貧 困 国 が 軍 事 的 紛 争 の た め 、 貧 困 削 減 が

妨 げ ら れ 、 債 務 救 済 が 遅 れ て い る こ と を 憂 慮 。

● 国 際 金 融 機 関 に よ る 債 務 救 済 に 必 要 な 資 金 確 保 の 進 展 に 留 意 。 約

束 し た 資 金 を で き る だ け 早 く 提 供 す る コ ミ ッ ト メ ン ト を 再 確 認 。

そ の 際 公 正 な 負 担 の 分 担 の 重 要 性 を 認 識 。

（ 保 健 ）

● 保 健 は 繁 栄 の 鍵 。 エ イ ズ 、 結 核 、 マ ラ リ ア 等 の 感 染 症 ・ 寄 生 虫 症

と 闘 う た め 、 各 国 政 府 、 国 際 機 関 、 産 業 界 、 市 民 社 会 等 と の パ ー

ト ナ ー シ ッ プ を 強 化 し て 、 以 下 の ３ つ の 国 連 の 目 標 を 達 成 す る よ

う 努 め る 。 ま た 、 こ れ ら の 目 標 を 達 成 す る た め 、 Ｗ Ｈ Ｏ 等 と 協 力

す る 。

－ ２ ０ １ ０ 年 ま で に 若 年 Ｈ Ｉ Ｖ ／ エ イ ズ 感 染 者 数 を ２ ５ ％ 削 減

－ ２ ０ １ ０ 年 ま で に 結 核 に よ る 死 者 と 有 病 率 を 半 減

－ ２ ０ １ ０ 年 ま で に マ ラ リ ア に よ る 病 気 の 負 担 を 半 減

● 援 助 を 拡 大 す る と い う 日 本 等 に よ る 最 近 の 発 表 を 歓 迎 。

● 今 秋 日 本 で 開 発 途 上 国 等 の 参 加 を 得 て 会 議 を 開 催 。

（ 教 育 ）

● 貧 困 削 減 達 成 の た め に は 、 教 育 が 不 可 欠 。

● ２ ０ １ ５ 年 ま で に 皆 が 初 等 教 育 を 、 ２ ０ ０ ５ 年 ま で に 教 育 に お け

る 男 女 平 等 を 達 成 す る た め の 二 国 間 や 国 際 機 関 等 と の 努 力 を 強

化 。 ま た 、 Ｉ Ｔ を 活 用 。

貿 易

● 多 角 的 貿 易 体 制 の 利 益 拡 大 の た め 、 途 上 国 、 特 に 後 発 開 発 途 上 国

の 正 当 な 関 心 に 対 応 す る 必 要 あ り 。 Ｗ Ｔ Ｏ 協 定 の 実 施 問 題 、 後 発

途 上 国 へ の 市 場 ア ク セ ス 等 の 分 野 で 早 急 に 進 展 を 図 る 。 特 に 、 貿

易 に 関 連 す る 能 力 向 上 を 大 幅 に 拡 充 。

● 全 て の Ｗ Ｔ Ｏ 加 盟 国 の 関 心 を 反 映 し 、 野 心 的 か つ バ ラ ン ス の と れ

た 幅 広 い 議 題 を 扱 う 新 ラ ウ ン ド の 立 ち 上 げ に 強 く コ ミ ッ ト 。 新 ラ

ウ ン ド の 目 的 と し て 、 ① 市 場 ア ク セ ス の 改 善 、 ② Ｗ Ｔ Ｏ ル ー ル ・

規 律 の 発 展 ・ 強 化 、 ③ 途 上 国 へ の 支 援 、 ④ 貿 易 政 策 と 社 会 政 策 、

貿 易 政 策 と 環 境 政 策 が 両 立 し 、 か つ 相 互 に 支 持 的 で あ る こ と の 確

保 、 の ４ 点 に 合 意 。

● 新 ラ ウ ン ド の 年 内 立 ち 上 げ に 向 け 、 他 の Ｗ Ｔ Ｏ 加 盟 国 と と も に 努

力 す る た め に 、 協 力 を 強 化 す る こ と に 合 意 。

● 国 際 的 ・ 国 内 的 政 策 の 一 貫 性 の 向 上 、 国 際 機 関 間 の 協 力 強 化 。 市

民 社 会 と の 関 係 を 重 視 。
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● 中 国 の Ｗ Ｔ Ｏ 加 盟 の 進 捗 を 歓 迎 。 他 の 加 盟 申 請 国 の 加 盟 に 向 け た

努 力 を 支 持 。

文 化 の 多 様 性

● 文 化 の 多 様 性 は 、 社 会 や 経 済 の 活 力 の 源 泉 。

● 無 形 遺 産 を 含 む 文 化 遺 産 の 保 護 と 振 興 が 重 要 。 開 発 途 上 国 や ユ ネ

ス コ 等 の 活 動 を 奨 励 。

● 文 化 遺 産 の デ ジ タ ル 化 を 推 進 。

● 異 文 化 や 非 母 国 語 の 教 育 に 関 す る Ｇ ８ 教 育 大 臣 会 合 の 成 果 を 歓 迎

し 、 今 後 １ ０ 年 間 で 学 生 等 の 交 換 を 倍 増 す る よ う 奨 励 。

２ １ 世 紀 の 一 層 の 心 の 安 寧 に 向 け て

犯 罪 及 び 薬 物

● 国 際 組 織 犯 罪 （ Ｔ Ｏ Ｃ ） 条 約 の 年 内 の 採 択 を 支 持 。

● サ イ バ ー 犯 罪 な ど の ハ イ テ ク 犯 罪 対 策 が 重 要 。 日 本 で 開 催 さ れ る

第 二 回 官 民 ハ イ レ ベ ル 会 合 に 期 待 。

● 薬 物 及 び 原 料 物 質 の 不 正 流 用 等 に 対 す る 国 際 的 な 協 力 を 強 化 。 年

内 に 麻 薬 専 門 家 の 会 合 を 開 催 。

● 資 金 洗 浄 を 含 む 金 融 犯 罪 に 対 し 、 国 内 的 及 び 国 際 的 行 動 を と る 。

● 汚 職 に 対 抗 す る た め に 、 国 連 に お け る 交 渉 開 始 に 向 け て 準 備 。

● 途 上 国 及 び 社 会 的 弱 者 （ 被 害 者 を 含 む ） 支 援 が 重 要 。

高 齢 化

● す べ て の 年 齢 層 の 人 々 が 自 ら の 社 会 と の 関 わ り 方 を 決 定 す る 自 由

が 重 要 「 活 力 あ る 高 齢 化 」 は そ の 際 の 指 針 。。

● 年 齢 に 伴 う 経 験 と 知 識 を 評 価 す る 文 化 の 推 進 が 課 題 。 こ の た め 、

阻 害 要 因 を 取 り 除 き 、 雇 用 に お け る 偏 見 に 対 抗 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ

活 動 及 び ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 高 齢 者 の 参 画 を 推 進 す る 。

生 命 科 学

（ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー と 食 品 安 全 ）

● 科 学 と ル ー ル に 基 づ い た ア プ ロ ー チ の 確 立 に 向 け 、 コ ー デ ッ ク ス

食 品 規 格 委 員 会 等 の 作 業 を 加 速 化 。

● す べ て の 利 害 関 係 者 が 関 与 し 、 先 進 国 と 途 上 国 が と も に 参 加 す る

、 。政 策 対 話 が 重 要 で あ り Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ に お け る 作 業 は そ の 有 益 な 一 歩

Ｆ Ａ Ｏ と Ｗ Ｈ Ｏ に お け る 協 議 も 奨 励 。

● 開 発 途 上 国 の キ ャ パ シ テ ィ ・ ビ ル デ ィ ン グ に 対 す る 支 援 を 強 化

し 、 こ れ ら の 国 々 の 状 況 に 適 応 し た 技 術 開 発 を 奨 励 。

● 関 係 当 事 者 と の 間 の 開 か れ た 、 透 明 性 の あ る 協 議 。 Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ エ ジ

ン バ ラ 会 議 の 成 功 を 踏 ま え 、 科 学 的 知 見 を 国 際 的 な コ ン セ ン サ ス

の 構 築 に 統 合 す る 方 途 を 探 求 。
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（ ヒ ト ゲ ノ ム ）

● 生 命 科 学 の 前 進 は 人 類 の 生 活 の 質 を 改 善 。

● 人 間 の Ｄ Ｎ Ａ 配 列 に 関 す る 基 礎 的 な 生 デ ー タ の 迅 速 な 更 な る 公 開

を 要 請 。

● 多 数 国 間 の 協 力 に 基 づ い た ゲ ノ ム の 機 能 解 析 は 重 要 。

● 遺 伝 子 関 連 の 発 明 に 関 す る 均 衡 の と れ た 衡 平 な 知 的 所 有 権 保 護 が

必 要 。 特 許 政 策 の 調 和 の た め の 、 関 連 す る 国 際 フ ォ ー ラ ム に お け

る 更 な る 努 力 を 奨 励 。

環 境

● 「 京 都 議 定 書 」 の 早 期 発 効 の た め の 協 力 に 強 く コ ミ ッ ト 。 Ｃ Ｏ Ｐ

６ の 成 功 を 決 意 。

● 途 上 国 に お け る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 の た め Ｇ ８ 間 や 既 存 の

機 関 と の 間 で 協 力 。

● 地 域 社 会 に よ る 持 続 可 能 な 森 林 経 営 の 実 施 に 対 す る 支 援 プ ロ ジ ェ

ク ト を 重 視 。

● 輸 出 信 用 の 環 境 指 針 作 成 に 向 け た Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ の 作 業 を 次 回 サ ミ ッ ト

ま で に 完 了 さ せ る と の コ ミ ッ ト メ ン ト を 再 確 認 。

（ ）● 海 運 の 安 全 を 改 善 す る た め に Ｇ ８ が 共 同 で 国 際 海 事 機 関 Ｉ Ｍ Ｏ

と 協 力 。

原 子 力 安 全

● 原 子 力 安 全 基 金 贈 与 協 定 の 完 全 な 実 施 が 重 要 。

２ １ 世 紀 の 一 層 の 世 界 の 安 定 に 向 け て

紛 争 予 防

● 地 球 社 会 全 体 で 「 予 防 の 文 化 」 を 推 進 。

● 紛 争 の 平 和 的 手 段 に よ る 解 決 を 推 進 。

● Ｇ ８ 外 相 が 合 意 し た 具 体 的 措 置 の 実 施 に コ ミ ッ ト す る と と も に 、

更 な る 措 置 の 検 討 を 要 請 。

● ダ イ ヤ モ ン ド の 不 正 取 引 が 武 力 紛 争 や 人 道 的 危 機 を 助 長 し て い る

こ と を 懸 念 。 対 策 検 討 の た め の 国 際 会 議 の 開 催 を 提 案 。

● 小 型 武 器 に 関 す る 国 連 会 議 の 成 功 に 向 け 支 援 。 通 常 兵 器 の 輸 出 に

つ い て 自 制 と 取 組 が 必 要 。

軍 縮 、 不 拡 散 及 び 軍 備 管 理

● ２ ０ ０ ０ 年 核 兵 器 不 拡 散 条 約 （ Ｎ Ｐ Ｔ ） 運 用 再 検 討 会 議 の 成 功 を

歓 迎 。 Ｎ Ｐ Ｔ の 堅 持 ・ 遵 守 を 確 認 。

● 包 括 的 核 実 験 禁 止 条 約 （ Ｃ Ｔ Ｂ Ｔ ） の 早 期 発 効 、 カ ッ ト オ フ 条 約

の 即 時 交 渉 開 始 と ５ 年 以 内 の 妥 結 を 追 求 。

● 対 弾 道 ミ サ イ ル ・ シ ス テ ム 制 限 条 約 （ Ａ Ｂ Ｍ 条 約 ） を 維 持 ・ 強 化

す る 中 で の 戦 略 兵 器 削 減 条 約 （ Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ ） プ ロ セ ス の 進 展 を 期

待 。 ロ シ ア に よ る Ｃ Ｔ Ｂ Ｔ 及 び Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ Ⅱ 批 准 を 歓 迎 。

● 余 剰 プ ル ト ニ ウ ム 管 理 ・ 処 分 に 関 し 、 米 ロ 合 意 を 歓 迎 、 次 回 サ ミ
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ッ ト に 向 け て 国 際 的 資 金 調 達 計 画 の 策 定 と 多 数 国 間 枠 組 み の 構 築

を 目 指 す 。

● 大 量 破 壊 兵 器 及 び そ の 運 搬 シ ス テ ム の 拡 散 防 止 の た め の 世 界 的 な

体 制 の 強 化 を 歓 迎 。 ミ サ イ ル 拡 散 抑 制 の た め の 更 な る 措 置 の 検 討

が 必 要 。

● ロ シ ア の 化 学 兵 器 廃 棄 計 画 に 対 す る 貢 献 増 大 を 検 討 。

● 生 物 兵 器 禁 止 条 約 検 証 議 定 書 交 渉 の ２ ０ ０ １ 年 早 期 の 妥 結 を 目 指

す 。

テ ロ

● あ ら ゆ る 形 態 の テ ロ を 非 難 し 、 こ れ と 闘 う 決 意 を 確 認 。 情 報 交 換

の 強 化 、 テ ロ 資 金 供 与 対 策 等 の 協 力 を 呼 び 掛 け る 。 テ ロ 資 金 供 与

防 止 条 約 の 採 択 を 歓 迎 。 １ ２ の テ ロ 対 策 条 約 締 結 を 呼 び 掛 け 。

● ハ イ ジ ャ ッ ク 、 人 質 事 件 な ど の テ ロ 活 動 の 増 加 を 懸 念 。 緊 密 な 協

力 を 確 認 。

● ア フ ガ ニ ス タ ン の タ リ バ ー ン の 支 配 領 域 を 拠 点 と す る テ ロ に 対 す

る 懸 念 を 強 調 。

次 回 会 合

● 明 年 ジ ェ ノ バ （ イ タ リ ア ） で 開 催 。


